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短期留学によるフランス語学習態度の変容＊
茂木　良治
Abstract
Cette recherche a pour but d’examiner quelle influence a un stage linguistique 
en France sur la motivation pour l’apprentissage du français langue étrangère chez 
les apprenants japonais, et aussi comment leur attitude d’apprentissage évolue à 
travers ce stage.  Pour répondre à ces questions, nous adaptons deux méthodes 
de recherche différentes: nous analysons des questionnaires avec la méthode 
quantitative d’une part, et des interviews à l’aide de la méthode qualitative d’autre 
part.  Le résultat montre que le contact avec les francophones pendant le séjour 
en France rend les apprenants désireux de s’exprimer et motivés pour apprendre 
le francais.  Après leur retour dans leur pays, certains conservent leur motivation 
renforcée par le stage, tandis que quelques autres sont démotivés car l’usage du 
français n’est pas nécessaire dans leur pays.
1．はじめに
　近年，若者の「内向き志向」が問題視され，政府は産学連携によるグロー
バル人材育成推進会議を設立し，グローバルな現代社会において活躍でき
る人材の育成を高等教育機関に求めている（グローバル人材育成推進会議，
2011）。また，政府により2013年 6月に策定された「日本再興戦略」において，
日本人留学生を 2010 年の 6万人から 2020 年には 12 万人へと倍増させると
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目標が掲げられたように，今後，海外へ留学する学生数を大幅に増やすとい
うことが謳われている（若者の海外留学促進のための関係省庁等連絡会議，
2014）。そのため，多くの大学において，交換留学の協定校が増やされ，留
学のプログラムが多数設置され，留学者数の増加が見込まれている。
　そのような状況のなか，南山大学外国語学部フランス学科では 2004 年度
からオルレアン大学付属の語学学校 Institut de français（以後 IDF）と協定を
結び，「フランス語実習」と呼ばれる 1ヶ月の語学実習を実施し，学生たち
に留学する機会を設けている。この実習では，学生たちはフランスの地方都
市オルレアンにおいて，1ヶ月間ホームステー生活を体験しながら，IDF で
フランス語の授業を受講する。その他にも，日本語を学んでいる現地の高校
生などとの交流もおこなっている。
　このような短期語学研修は，学生たちにとって，日本の大学で学んだフラ
ンス語を実際のコミュニケーションの場で使用したり，フランス文化を肌で
感じ，異文化体験をする貴重な機会となっている。また，学科としては，こ
の短期留学の経験を通して，フランス文化により一層関心を持ち，フランス
語学習に対するモチベーションが向上することを期待している。しかしなが
ら，これまで約 10 年「フランス語実習」を実施してきたが，参加者にとっ
てこの実習がどのような効果があるのか調査する研究は実施してこなかった。
　そこで，本研究はこのフランス語実習での経験が，学生たちのフランス語
学習に対するモチベーションにどのような影響を与えているのか，アンケー
トおよびインタビューを通して調査した。
2．先行研究
2.1．フランス語圏への短期留学とは
　日本社会において，英語は国際共通語として重要性が強調されており，就
職やキャリアアップの際に英語力が求められる機会が増えてきた。これに対
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し，フランス語力というのは必ずしも社会から要請されてはいない。そのた
め，フランスへの留学を希望する学生の多くは，キャリアの中で成功を収め
るという目的よりも，フランスでの生活やフランスの文化に憧れて留学を選
択する傾向にある。
　日本フランス語フランス文学会・日本フランス語教育学会によって 2012
年に実施されたフランス語実情調査（日本フランス語フランス文学会・日本
フランス語教育学会，2012）によると，調査に協力した 382 校のうち 57 校
が，短期語学研修プログラムを設けている。専門としてフランス語を学ぶ学
科・専攻を有する大学だけではなく，第二外国語でフランス語を学んでいる
大学も，1ヶ月程度の短期語学留学プログラムを用意している。グローバル
人材育成推進事業により大学が学生に対して留学を積極的に推進していると
いう現状を鑑みると，今後もこのようなプログラムを用意する大学は増加し
ていくだろう。
　フランス留学に関する先行研究としては，溝口他（2011），夛田（2010；
2011；2012）などがある。夛田（2011；2012）では，フランスへの短期留
学プログラムの参加者に対して，短期留学の印象についてアンケート調査を
実施し，その参加者たちがフランスに行けたことや，生きたフランス語が学
べたことを高く評価している，と報告している。これらの報告は，短期留学
プログラムを企画・運営している教員・職員側の視点からプログラムを紹介
し，評価しているものが中心であり，学習者の視点から多様なデータを収集
し，フランス短期留学の効果について検証した研究は筆者の知る限り見当た
らない。特に，英語圏以外の国へ留学することは，日本人学習者の学習態度
にどのような変化をもたらすのか，留学を促進する上で検討する価値がある
だろう。
2.2．留学と外国語学習に対するモチベーションの関係について
　モチベーション（動機づけ）とは，人間行動の方向性とその規模に関係し
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ている。つまり，人間がある行動を選択し，その行動を貫き続け，そのた
めにどの程度努力するかに関する要因を表す概念である（Dörnyei & Ushioda, 
2011）。応用言語学の分野では，1970 年頃からこの動機づけに関する研究が
なされ，動機づけの分類が提案されている。Gardner & Lambert（1972）は，
第二言語文化の一員になりたいという態度で，学習意欲を持って外国語を学
ぶ「統合的動機づけ（integrative motivation）」と，進学や就職など社会的な成
功を収めるために外国語を学ぶ「道具的動機づけ（instrumental motivation）」
を対比させ，特に「統合的動機づけ」の重要性を強調した。
　Gardner（2001）は，図 1のような第二言語習得における社会教育モデル
を提案し，「統合的動機づけ」は，「統合的態度」「学習状況への態度」「モチ
ベーション」の 3つの構成要素から成ると定義している。
　「統合的態度」は，第二言語コミュニティーに対して肯定的な態度を示し，
その言語への興味を意味する。「学習状況への態度」は，第二言語教師やコー
スワークなどに対する評価である。これら 2つの構成要素が「モチベーショ
図 1：第二言語学習における言語習得適性とモチベーションの基本モデル
（Gardner, 2001）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ン」に作用する。「モチベーション」は第二言語を学びたいという欲求，学
ぶことに対する努力，第二言語を学ぶことに対する態度から成り，目標に向
かって行動するための動力であり，言語の習熟へと繋げる役割を担っている。
　留学では，外国語学習者は目標言語のコミュニティーの中で生活する。そ
のため，留学における経験というのは，「統合的動機づけ」の構成素の一
つである「統合的態度」に強く働きかけ，第二言語を学びたいという欲求
や，第二言語を学ぶ態度への変化と繋がるのではないかと予想できる。八島
（2004）は，国際共通語である英語よりも，フランス語などの英語以外の外
国語を学ぶ学習者の方が，その目標言語が話されている文化圏への関心が強
く，学習への志向性を「統合的動機づけ」で説明できると言及している。
　留学と日本人学習者のモチベーションの関係を調査した実証研究の多く
は，英語圏への留学と英語学習者を対象にしたものであり，フランス留学と
モチベーションの関係を体系的に調査した研究は，筆者の知る限り存在しな
い。また，英語圏への短期留学が日本人英語学習者のモチベーションの維
持に効果があったことは多数報告されているが（Nakayama, 2013；森・鈴木，
2014），英語圏以外への短期留学が学習者のモチベーションにどのような影
響があるのか検証する必要があるだろう。このような調査は，英語圏以外へ
の留学の意義を見出すための一助となるだろう。
3．研究方法
3.1．フランス語実習の概要
　2013 年度フランス語実習は，2014 年 2 月 21 日～ 3月 21 日の 1ヶ月間の
スケジュールで実施された（表 1）。参加者たちはオルレアン大学付属の語
学学校 IDF で，1クラス 17 人の 2クラスに分かれて授業を受けた。この授
業は南山大学用に準備された授業であり，他の外国籍の学生などは受講して
いない。授業は全体で計 60 時間あり，IDF の講師によりすべてフランス語
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で行われた。授業内容は，総合的なフランス語の授業，発音に特化した授業，
フランス文化を紹介する授業で構成されていた。また，学生が歌・演劇・ゲー
ムのいずれか 1つを選択し，実践に重きを置いたアトリエ授業も用意されて
いた。
　学外活動として，オルレアン市街，ロワール河の古城，モンサンミッシェル・
サンマロを観光し，フランスの歴史に触れる機会が用意された。また，現地
で日本語を教えている文化協会や高校において，日本に関心のあるフランス
人と交流活動を行った。
　これらの活動以外に，参加者たちは，各々フランス人家庭でホームステー
をしており，フランス人との生活の中で生活様式を学び，フランス語話者と
コミュニケーションを取っていた。週末などは，多くの学生がホストファミ
リーに連れられ，近くの街を観光したり，ホームパーティーなどに参加して
いた。
3.2．研究対象者
　2013 年度フランス語実習に参加した 34 名のフランス学科 2年生（実習参
加時は 1年生）のうち，アンケートへの回答とインタビュー調査に協力し
てくれた 27 名を調査対象とした。このフランス語実習の参加者がすべて女
表 1：フランス語実習のスケジュール
大学での活動 学外活動
1週目 授業 オルレアン観光，市役所レセプション，ロワール河古城観光
2週目 授業
3週目 授業 モンサンミッシェル・サンマロ観光，文化協会・現地高校との交流
4週目 授業・TCF 受験 レセプションパーティー
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性であったため，調査対象者もすべて女性である。対象者はフランス語を専
門とし，南山大学で週 6コマのフランス語の授業を受け，フランス語学習
歴は約 1年である。フランス語実習の最終週に実施したフランス語学力試験
TCF において，14 名が欧州評議会の外国語レベル A2 で，13 名が B1 と評価
された。また，27 名のうち 2名は高校などで用意された留学プログラムに
参加したことがあり，1ヶ月以上の留学経験を既に有していた。
3.3．研究手法
　フランス語実習出発前の事前授業において，研究の目的・倫理面の配慮に
ついて参加者に説明し，承諾書により研究協力の了承を得た。本研究では，
フランス語実習での経験が，学生たちのフランス語学習に対するモチベー
ションにどのような影響を与え，実習を通して，彼らの学習態度がどのよう
に変化したのか調査した。
　説得力のある研究結果を導くために，量的調査と質的調査を相互補完的に
実施する混合研究を採用した（クレスウェル・プラノクラーク，2010；竹内・
水本，2012）。量的調査により，日本人学習者のモチベーションの全体像を
把握することに努めた。一方，質的研究は，「学習における学習者の関与を
形成し，維持する複雑なプロセスとして，モチベーションを概念化し，調査
することができる手法である」という Ushioda（2001, p. 94）による指摘に基
づき，フランス留学とフランス語学習モチベーションの複雑なプロセスの把
握のために質的調査を用いた。
　量的調査としては，出発前（2014 年 2 月中旬）と帰国後（2014 年 3 月下旬）
の合計 2回，「フランス語学習の動機」に関するアンケートを実施し（資料 1），
その変化を統計的に分析した。アンケートは，来日した外国人留学生の学習
動機を調査した原田（2013）のアンケートの項目を参考にしながら，フラ
ンス語学習動機に特有の項目を付け加える形で作成し，40 問で構成されて
いる。そのうち 39 問は，「どうしてあなたは今，フランス語勉強していま
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すか。」という質問に対し，その理由として該当する回答を 5段階の選択肢
（5．非常にそう思う，4．そう思う，3．どちらとも言えない，2．そう思わない，
1．全くそう思わない）から選ぶものである。残り1問は自由記述形式であり，
この 39 問の質問以外にフランス語を学ぶ理由がある場合に記述するように
指示してある。
　質的調査としては，帰国してから 1～ 2ヶ月経過した時期（2014 年 5 月
～6月）に，15分程度の半構造化インタビューを実施した。インタビューでは，
以下のような質問から導入し，その回答から調査者がより深い質問へと展開
していった。
①　 フランス語実習に参加する前と参加した後では，フランス語学習に関す
るモチベーションについて何か変化がありましたか。
②　変化があったならどのような変化がありましたか。
③　 モチベーションを最も高めた（あるいは下げた）ものは何ですか。きっ
かけは何ですか。
④　帰国して，フランス語の勉強や授業への取り組みに変化はありますか。
⑤　今後，長期留学（半年から一年位）をしたいと考えていますか。
⑥　その選択に，フランス語実習での体験は影響しましたか。
⑦　 フランス語実習を通して，フランスやフランス人に対してどのような感
情や印象を持っていますか。
質問⑦は異文化理解についての質問内容であるため，今回の研究課題である
モチベーション・学習態度の変化とは直接的には関係がなかったため，この
質問から導き出された回答は分析から除外した。
　録音したインタビューデータを書き起こし，修正版グラウデッド・セオ
リー・アプローチ（以下，M-GTA）にもとづいて分析した（木下，2003；
2007）。M-GTA とは，質的データの解釈から説明力のある概念の生成を行
い，そうした概念の関連性を高め，まとまりのある理論を生成する手法で
ある。この生成した理論は，その人間行動を説明するモデルであるだけでな
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く，同じような状況下にある人間行動を予測するのに役立つため，介護や教
育など実践的な領域などに貢献する可能性がある調査手法である。この手
法では，M-GTA で提案されている独自の分析ワークシートを利用しながら，
研究者自身がデータを丹念に読み取り概念の生成を試みる。分析ワークシー
トは，1つの概念につき，1枚用意する（資料 2）。M-GTA では，データを
読み取りながら，近い 2つの概念を 1つに統合したり，1つの概念を 2つに
分けるなど，研究者の視点にもとづいて分析を実施していく1）。概念の生成
が終わると，概念間の関係から上位概念であるカテゴリーを生成する。そし
て，カテゴリー間を関係づけて，現象全体を説明する結果図を作成する。最
後に，結果図からストーリーラインを生成し，言葉により現象を説明する。
M-GTA に基づいてモデルを構築することで，現象のプロセスを明示するこ
とが可能となるだけではなく，今後の実践に応用することも可能となる。次
の章では，まず，量的手法により導き出された結果を示した後に，M-GTA
の分析結果については分析のプロセスに沿って示す。
4．結果
4.1．モチベーションに関するアンケートの結果と考察
　短期留学に出発する直前と，帰国直後に「フランス語学習の動機」に関す
るアンケート（資料1）を実施した。5段階の多肢選択式の39項目のなかから，
学生たちが比較的高い評価をした項目，および，渡航前と帰国後の回答結果
からウィルコクソン符号順位検定において統計的有意差が現れた項目を表 2
に示した。
　アンケートの結果から，まずフランス語の学習動機として比較的高い評価
を受けた項目について考察する。「6．英語以外の外国語を身につける必要が
あると思うから」という項目が高い評価を受けているのは，これらの学習者
は欧州評議会が掲げる複言語主義的な視点（Conseil de l’Europe, 2001）を持っ
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ており，母語＋ 2言語を習得するということに重きを置いていることがわ
かる。「26．フランス語で文章を書けるようになりたいから。」と「27．フ
ランス語話者と会話ができるようになりたいから。」に関しては，学習者た
ちが発信型のスキルを向上させたいという目標をもっていることがうかがえ
る。「30．フランス国内を旅行できるようになりたいから。」と「31．フラ
ンス語圏の国々を旅行できるようになりたいから。」が高い評価を受けてい
表 2：「フランス語学習の動機に関するアンケート」の研修前後の結果
番号
質問項目
研修前 研修後
p.
平均値 SD 平均値 SD
2 フランス語を勉強するのが好きだから。 3.52 0.80 3.85 0.77 .020
＊
6 英語以外の外国語を身につける必要があると思うから。 4.44 0.64 4.33 0.62 .366
26 フランス語で文章を書けるようになりたいから。 4.33 0.73 4.41 0.57 .623
27 フランス語話者と会話ができるようになりたいから。 4.59 0.57 4.78 0.42 .025
＊
30 フランス国内を旅行できるようになりたいから。 4.52 0.58 4.41 0.69 .257
31 フランス語圏の国々を旅行できるようになりたいから。 4.30 0.91 4.30 0.78 .660
35 フランスやその文化に興味があるから。 4.44 0.58 4.44 0.64 1.00
37
フランス（フランス語圏）やその
文化を理解することによって，日
本の文化をもっと深く理解したい
から。
4.00 0.83 4.33 0.73 .020＊
38
フランス（フランス語圏）やその
文化を理解することによって，自
分自身を成長させたいから。
4.11 0.80 4.44 0.58 .039＊
＊ p ＜ .05
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るのは，フランス語の学習が将来のキャリアのために必要であるというより
は，旅行するのに不自由しないくらいの語学力を身につけることを目標にし
ていることがわかる。「35．フランスやその文化に興味があるから。」は，フ
ランスやその文化に対する肯定的な態度を示しており，Gardner（2001）で
提案されている「統合的態度」と関連が深い。したがって，フランス語学習
者の動機づけは統合的動機づけで説明できるという八島（2004）の指摘を
支持した結果となっている。また，これらの学習動機は研修後も同様に高い
評価を受けており，フランス語を専門とする日本人学習者の中心的な学習動
機のひとつと考えてよいだろう。
　次に，研修の前後の回答をウィルコクソン符号順位検定にかけた結果，統
計的有意差が得られた 4項目について検討する。以下の 4項目において，い
ずれも短期留学後に，より高い評価をしている学生が増えており，短期留学
を通して，これらの動機が以前より強くなったことを表している。「2．フラ
ンス語を勉強するのが好きだから」（p. ＝0.20）は，他の項目よりも平均値
は低いが，研修後に得点が伸びていることから，短期留学を通して，学習者
たちがフランス語を学ぶことが好きになったことを意味している。「27．フ
ランス語話者と会話できるようになりたいから。」（p. ＝0.25）については，
短期留学で多くのフランス語話者と接する機会をもち，もっと上手に会話
できるようになりたいと感じた学習者が増えたことを指している。「37．フ
ランス（フランス語圏）やその文化を理解することによって，日本の文化を
もっと深く理解したいから。」（p. ＝0.20）と「38．フランス（フランス語圏）
やその文化を理解することによって，自分自身を成長させたいから。」（p. ＝
0.39）に関しては，フランスに滞在し，外から日本や自分自身について考え
る機会を得たことに起因するに違いない。
　量的調査により，フランス語を専門とする日本人学習者の学習動機の全体
的な傾向や，短期語学研修への参加がどのような学習動機に影響を与えるか
が明確になった。一方で，具体的にどのようなことを経験して，学習態度が
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変化しているのかについて，質的調査によって検討する。
4.2．M-GTA による質的分析の結果
　次に，M-GTA の分析プロセスに沿って，インタビューの分析結果を示
す。インタビューの内容をまず文字に書き起こし，テキストを作成する。
M-GTA では，様々な内容を含むインタビューデータを分析する際に分析が
ぶれないように，分析の焦点を設定する。本研究では，分析の焦点を「短期
語学研修における学習態度の変容について」と定め，比較的豊富な内容を含
んでいる 1つのデータからデータの読み取りを開始する。データを読み取る
中で，焦点を当てた課題に関係が深い事例に着目し，その事例を概念になる
候補として抽出する。このデータ分析の際に，M-GTA では「分析ワークシー
ト」（木下，2003）を利用する。「分析ワークシート」は，「概念名」「定義」「ヴァ
リエーション」「理論的メモ」の 4つの項目で構成されており，データの中
で，研究課題に関係が深い具体的な記述を抽出し，「分析ワークシート」の
「ヴァリエーション」の欄に具体例として書き留めておく（資料 2）。その後，
他のデータも読み取り，類似した事例や対極する事例などを見つけた場合，
その都度そのシートに事例を書き留め，集めていく。事例が複数集まったら，
その事例を明確に説明するような「概念名」を命名し，その「定義」を決め
ていく。また，この分析プロセスにおける研究者の考察などを「理論的メモ」
の欄に書き留めておき，概念を統合する際やその後のカテゴリーの生成の際
に活用する。1つの概念につき1つの分析ワークシートを作成していき，デー
タから新たな概念が生成できなくなるまでこの作業を繰り返していく。
　生成した概念の一例を以下に示す。インタビューデータの中に，「もとも
としゃべることが好きだ，外国語がしゃべりたかった。（中略）でも，（フラ
ンス語実習に）参加してから，しゃべれて。携わった時のうれしさが，あー
やっぱ，こういうことやりたかったんだって，思えるきっかけになった」「自
分と仲良くなった人ともっとその人たちの言語でコミュニケーション取りた
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い」「ホストマザーとしゃべった時に，ちょっとわかったりして，こうこう
こうだよね『あーすごい，（学習者の名前），わかるんだね』みたいに褒めて
もらえた」というような事例が見られ，これらの事例を説明する概念を生成
し，【フランス人とつながる喜び】2）と命名した。そして，この概念を「フラ
ンス語話者とコミュニケーションする喜びや充実感」と定義した。
　データを繰り返し読みながら，このように概念生成を行う。そして，生成
した概念から，概念間の関係性を考察して概念を包括するカテゴリーを作成
した。その結果，以下のような概念とカテゴリーが生成された（表 3）。
　その後，分析シートの理論的メモで記述した内容などを参照しながら，こ
れらのカテゴリーと概念の関係を示す関係図を作成した（図 2）。また，こ
表 3：M-GTA での分析により生成された概念とカテゴリー
カテゴリー 概念
〈フランス語学習に対する閉塞感〉
単位取得のためのフランス語学習
フランス語が話せないという不安
〈強制されるフランス語の使用〉 強制されるフランス語の使用
〈本物のフランス語との接触による感
情の変化〉
日本で学んだことの有用性の実感
フランス人とつながる喜び
フランス語がうまく話せない悔しさ
〈フランス語学習への目覚め〉
フランス語でもっと表現したいという
欲求
フランス語学習に対する意識改革
〈強制されないフランス語の使用〉 強制されないフランス語の使用
〈帰国後の学習態度の変化〉
フランス語力が向上したという実感
意欲的な学習態度
〈単調な学習への回帰〉
やる気の減退
単位取得のためのフランス語学習へと
舞い戻り
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れらのカテゴリーの中で，特に本研究の研究課題への影響が強く，中心的な
カテゴリーをコアカテゴリーとした。
　最後に，図 2のモデルをストーリーラインで説明していく（【　】は概念，
〈　〉はカテゴリーを表す）。
　学生たちは，短期語学研修（以後，フランス語実習）に行く前には，週 6
コマのフランス語の授業で，毎回のように動詞の活用や作文など基礎的な知
識を問う小テストに追われ，授業の単位を取ることに集中し，【単位取得の
ためのフランス語学習】に従事している。また，フランス語実習を前に【フ
ランス語が話せないという不安】も感じている。このように，出発前はフラ
ンス語を話せるようにならなくてはいけないと感じつつも，まずは単位を取
図 2：短期語学研修における学習態度変容に関するモデル
関係図
 ＜○○＞ ：カテゴリー　　 ＜○○＞ ：コアカテゴリー　　・○○：概念
　 ：影響の方向　　　　　　 ：変化の方向
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らないといけないという〈フランス語学習に対する閉塞感〉を感じていた。
　フランス語実習に参加し，フランス人家庭にホームステーすると，すべて
のコミュニケーションがフランス語であるという状況に入り込む。〈フラン
ス語の使用が強制される〉環境に戸惑いながらも，適応しようとする。その
中で，これまで日本で学んだことを活かして，コミュニケーションを試み，【日
本で学んだことの有用性を実感】する。また，フランス語でコミュニケーショ
ンを図り，【フランス人とつながる喜び】を感じる一方で，【フランス語でう
まく表現できない悔しさ】を感じることもある。このように，フランス語実
習に参加することで，大学での科目としてのフランス語から脱却し，〈本物
のフランス語との接触による感情の変化〉が起こる。このような感情の変化
から，【フランス語でもっと表現したいという欲求】が現れ，言うことを事
前に準備したり，現地のフランス人が使うフランス語を少しでも身に着けよ
うとしたりして，【フランス語学習に対する意識改革】が起こる。このように，
フランス語実習を通して，学生たちには〈フランス語学習への目覚め〉が起
こる。
　しかしながら，フランスから帰国すると，普段の日本の大学生活に戻り，
学生たちは 2つの方向性に分かれる。一つは，大学の授業を受ける中で，フ
ランス人教師が言っていることが以前より理解できるようになったなど，【フ
ランス語力が向上したと実感】し，もっとフランス語力を伸ばしたいと【意
欲的な学習態度】を取る学生である。他方，帰国し，〈フランス語の使用を
強制されない〉環境に戻ったことで，フランス語を学ぶ必要性に迫られなく
なり，【やる気が減退】し，短期留学前までのように【単位取得のためのフ
ランス語学習へ舞い戻って】しまい，〈単調な学習へ回帰〉してしまう学生
もいる。
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5．考察
　以上の結果から，フランスでの短期留学が，学生たちのフランス語学習に
対するモチベーションにどのような影響を与えていたのか，Gardner（2001）
のモデル（図 1）を参照しながら，考察する。アンケート調査の結果から，
留学前も帰国後も多くの学生がフランスやその文化に興味があると答えてお
り，「統合的態度」を持っている状態であった。一方で，質的分析の中で【単
位取得のためのフランス語学習】という概念が生成されているように，「学
習状況への態度」は，目標に向かって行動するための動力である「モチベー
ション」に必ずしもつながっていなかったと考えられる。しかしながら，短
期留学をしたことで，この「学習状況への態度」が一変したことが分析の結
果からうかがえる。インタビューの結果において，学習者たちはフランス滞
在中，フランス語の使用を強制される環境に身を置き，本物のフランス人や
フランス語との接触による感情の変化が起こっている。その結果，【フラン
ス語学習への意識改革】【フランス語でもっと表現したいという欲求】とい
う概念が生成されているように，短期留学の経験からフランス語学習へのモ
チベーションが高まったと考えられる。また，この結果は，アンケート分析
において，学習者は留学に出発する前より，帰国した後の方がフランス語を
勉強するのが好きになり，もっとフランス語で会話できるようになりたいと
考えていたことからも明白である。
　次に，質的分析の結果に注目して考察していく。Ushioda（2001）が指摘
するように，モチベーションを学生の学習プロセスにおける取り組み方を形
成する考え方や信念のように見なすことができ，質的分析によって，量的研
究だけでは見出すことが難しい面を明らかにすることが可能となる。本研究
では，それは，フランスから帰国後も高い学習意欲を持っている学生がいる
のに対し，フランス語の使用が強制されない日本に戻ってきたことで，「学
習状況への態度」が留学前の状態に戻り，留学中に高まったモチベーション
短期留学によるフランス語学習態度の変容
83
が減退した学生がいることである。インタビューは帰国後約 1～ 2 ヶ月後
に実施したため，留学で受けた肯定的な影響が薄れてきたことに起因する可
能性はあるが，この結果から短期留学を企画する大学として改善すべき点が
見えてくる。学生たちは，フランス滞在中，日本語がわからないフランス人
の先生に習ったり，フランス人に囲まれた集まりに参加したりと，フランス
語を話さなければ日常生活が成り立たないという状況であった。しかしなが
ら，日本に戻ると，日本語が理解できるフランス人ネイティブ教師による授
業の中でしかフランス語を使う機会はない。したがって，1ヶ月間の語学留
学の効果を維持するためにも，帰国後にもできる限りフランス語の使用を強
いるような機会や状況を用意する必要性がある。実習の参加者の中には，フ
ランス語を使う機会が減少したことに危機感を感じ，日本語の使用を禁止さ
れている学習センターである本学のワールドプラザに足を運び，フランス語
話者とフランス語で会話する機会をもうけていた学生がいた。このように，
帰国後にもフランス語の使用を強いる環境を授業以外にも用意する必要があ
ると考える。たとえば，ワールドプラザのような日本語禁止の学習環境であっ
たり，日本に留学中のフランス語話者との交流会であったり，SNS や TV 会
議などの ICT を活用して，現地で出会ったフランス人と継続的に連絡する
機会を設けるなど，学習者のモチベーションの維持を試みるようなプログラ
ムが必要となる。
　分析の中で，今後検討すべき課題も見えてきた。アンケート結果が示して
いるように，自分たちが慣れ親しんでいる日本を離れ，フランス人の中で生
活し，フランス文化に肌で触れることを通して，自分たちの文化を再評価す
ることや，自分自身の成長を感じることができたようだ。これは，留学中，
一時的ではあるが他文化であるフランス文化の一員になったことで，以前よ
り，自国の文化や自分の成長に意識が向くようになったということを表して
おり，異文化理解能力や人間的な成長に関わる問題と深いかかわりを持って
いる。本研究では短期語学留学におけるフランス語学習のモチベーションへ
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の影響に着目し，絞って分析していたが，今後，留学が学生の異文化理解能
力の向上や人間的な成長へとどのようにつながるのかについても検討してい
きたい。また，学生にとっての留学とは何なのかという本質的な問いについ
ても検討する必要があるだろう。
6．おわりに
　本研究によって，短期留学が日本人学習者のフランス語学習に肯定的な影
響があったこと，そして，留学によってフランス語学習に対する学習態度が
変化するプロセスが明らかになった。また，このプロセスの分析から改善す
べき点が明確になり，教育的な示唆を得ることができた。この研究成果は，
短期留学のフランス語学習モチベーションへの影響という限られたコンテク
ストから得られたものであるが，M-GTA の提唱者である木下（2007）が言
及しているように，図 2で示したモデルは類似した場面における人間の行動
の説明や，予測にも役立つ。
　今後の課題としては，短期留学により向上したモチベーションを維持させ
るような授業や学習環境を構築し，効果を検証していく必要があるだろう。
また，短期留学に参加した学生の多くが，その後，半年あるいは 1年間の長
期留学へと出発している。短期留学での経験が，長期留学に出発するという
選択にどのようにつながっているのかについても検討していきたい。そして，
本研究では外国語学習のモチベーションに限って調査・分析を試みたが，留
学による異文化理解能力の発達や自己の成長への影響など領域を広げて，今
後調査していかなければならないだろう。そのために，より長い時間のイン
タビューを実施して，広い視点から留学を評価していく予定である。
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注
＊ 本研究は，2013 年度南山大学パッヘ研究奨励金 I-A-2 の助成による研究成果
の一部である。
1）　M-GTA では，研究する人間がデータを解釈して，直接概念の生成を始める
ので，データと概念の関係は常に一定距離となる。
2）　【　】内の表現は，分析によって生成された概念名を表す。
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資料 1
フランス語学習の動機に関するアンケート
質問文を読み最も適切な回答に〇を付けてください。
5（非常にそう思う），4（そう思う），3（どちらとも言えない），2（あまりそう思わない），
1（全くそう思わない）
Question：どうしてあなたは今，フランス語を勉強していますか。
質問文 非常にそう思う そう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない
1． フランス語自体が好きだから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
2． フランス語を勉強するのが好きだから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
3． フランス語は英語同様，国際的な言語だから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
4． 将来のキャリアでフランス語が役に立つと思うから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
5． フランス（フランス語圏）へ留学することが自分の経歴において長所になると思うから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
6． 英語以外の外国語を身につける必要があると思うから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
7． 中学校や高校でフランス語を勉強したことがあるから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
8． 友人の影響でフランス語を勉強したいと思ったから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
9． 家族にフランス語を勉強するように勧められたから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
10． 大学では，フランス語の授業が必修で，仕方なくとらなければならないから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
11． フランス語の授業でいい成績を取らないといけないから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
12． 将来，大学院で専門的な勉強をするために，今，フランス語を学ぶ必要があるから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
13． 仏検や DELF など資格が欲しいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
14． 仏検や DELF など資格を持っていることが自分の経歴において長所となると思うから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
15． フランス語を話せるとかっこいいと思うから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
16． 英語以外にもう 1つ位外国語ができないと恥ずかしいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
17． 家族や友人などからフランス語ができることで褒めてほしいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
18． フランス学科に入学したので，フランス語ができるようにならないとかっこ悪いから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
茂木　良治
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質問文 非常にそう思う そう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない
19． フランス映画を字幕なしで見られるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
20． フランス文学を読めるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
21． フランス語の歌の歌詞を理解できるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
22． フランス語の歌を歌えるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
23． フランスのTV番組を理解できるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
24． フランスのラジオを聞き取れるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
25． フランスの雑誌・新聞を読むことができるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
26． フランス語で文章を書けるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
27． フランス語話者と会話ができるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
28． フランス人の友達とメールや手紙の交換をしたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
29．
自分の興味のあることが，フランス（フランス語圏）
ではどのように扱われているのか情報を収集し，調
べたいから。
 5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
30． フランス国内を旅行できるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
31． フランス語圏の国々を旅行できるようになりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
32． 将来，フランス（フランス語圏）に一年位留学したいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
33． 将来，フランス（フランス語圏）で働きたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
34． 将来，フランス（フランス語圏）に移住したいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
35． フランスやその文化に興味があるから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
36． フランス以外のフランス語圏の国々やその文化に興味があるから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
37． フランス（フランス語圏）やその文化を理解することによって日本の文化をもっと深く理解したいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
38． フランス（フランス語圏）やその文化を理解することによって自分自身を成長させたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
39． 国際的な人材になりたいから。  5 -- 4 -- 3 -- 2 -- 1
40． 上記以外に，フランス語を勉強する理由があれば，自由に書いてください。
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資料 2
分析ワークシート例
ex. 概念【フランス人とつながる喜び】
概念名　　14 フランス人とつながる喜び
定義 フランス語話者とコミュニケーションする喜びや充実感
ヴァリエーション No. 3「フランス語に対しては，なんか……ちょっと苦手意識があって，
……もともとしゃべることが好きだ，外国語がしゃべりたかった。（中略）
でも，参加してから，しゃべれて。携わった時のうれしさが，あーやっぱ，
こういうことやりたかったんだって，思えるきっかけになったから，だから，
答えになってないんですけど。」
No. 5「行って，すごくいい環境だったから，ここでしゃべれんことは，自
分がもっと勉強すれば，しゃべれるようにはなるし，こういって自分と仲
良くなった人ともっとその人たちの言語でコミュニケーション取りたいし」
No. 7「（モチベーションを高めたもの）え～，やっぱり，いろんな人と話
した時，やっぱり Soiree とか，誕生日パーティーに連れていってもらった
ときですかね。大勢の人と話したので。」
No. 8「生活……たとえば，食器とかをマダムがすごい真剣に，これはなん
ていう，これはなんていうっていうのを教えてくれたので。真剣に教えるっ
ていうのが，真剣に覚えなきゃていう気になりました。」
No. 21「ホストマザーとしゃべった時に，ちょっとわかったりして，こう
こうこうだよね「あーすごい，（No. 21 の名前），わかるんだね」みたいに
褒めてもらえたとき。」
（その他，省略）
理論的メモ ・No. 8 の真剣に教えられたから，真剣に覚えるというこの構図がフランス
語を話す喜びなのか，それとも「ネイティブとの関係性」なのか判断が難
しいところ。
・No. 21 のように，喜びだし，通じたという【フランス語力が向上したと
いう実感（フランス語力が向上したという自己効力感）】とも関係が少々あ
る。
・概念 17【フランス語力の欠如】（【フランス語がうまく使えない悔しさ】）
とも関係がある。
・概念 18【フランス語を学ぶ新たな動機】との関連もある。
・概念 22【フランス人とのつながり継続】がこちらに統合して，【フラン
ス人とつながる喜び】と概念名を変更した。
